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広大基金広大基金広大基金広大基金によりによりによりにより、、、、    

今夏今夏今夏今夏からからからから学生学生学生学生のののの海外海外海外海外派遣派遣派遣派遣をををを支援支援支援支援するするするする事業事業事業事業をををを開始開始開始開始しますしますしますします        

 

 

 

広島大学では、今年度から広大基金により、日本人学生を海外に派遣す

る支援事業を行います。今後５年間で５００人の学生を海外に派遣する予

定で、渡航費や海外での滞在費の一部を大学が負担する経済支援を行いま

す。 

 

今年度はパイロット事業（START*プログラム）として、海外経験の少な

い学部新入生を対象とします。海外の交流協定大学での現地学生との交流

など短期海外研修を提供し、参加学生の渡航費および滞在費の一部を補助

します。 

 

 

本学では、今年 4 月に国際センターを設立し、国際交流のさらなる推進

を目指しています。 

海外からの留学生の受け入れは、近年増加していますが、本学から海外

への留学者数は伸び悩んでいます。 

 昨今の日本の若者は内向き志向と言われ、海外留学はもとより異国で未

知の経験を積むというような活動を躊躇しがちです。学生たちにこの事業

を通じて海外に目を向けるきっかけを与え、さらに中長期留学にもチャレ

ンジして国際視野を持つグローバルな人材へと成長してもらいたいと思

います。 
 * SSSStudy TTTTour AAAAbroad for RRRRealization and TTTTransformation  
 
 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

国際センター 

国際交流グループリーダー    宮脇 克也 

TEL:082-424-6０41、FAX:082-424-6179   

  

   



異なる文化や環境を通して今まで
とは違う自分に「気づき」、
そしてこれをきっかけに夢や目標
の「実現」に一歩近づこう！

このプログラムを通じて得た
学びと発見で、新たな自分へ
「変革」しよう！

＜問合せ先＞
広島大学国際センター
国際交流グループ（学生プラザ内）
担当 小倉・梅村
TEL:082-424-4541 FAX:082-424-4545
E-mail：start@hiroshima-u.ac.jp

対 象：学部1年生
＊日本人で海外経験のない人を優先

参 加 人 数：15～20名
期 間：10日間（夏季休暇中）
参 加 費 用：5万円（予定）（日本国内の移動費は含まない）
渡 航 先：オーストラリア ヴィクトリア州メルボルン
プログラムの概要（予定）

海外経験の少ない新入生が海外の大学やその周辺都市を訪問し、日本と異なる文化や環境を体験
することで、国際交流や留学への関心を高めるきっかけを提供することが目的のプログラムです。

この経験が、今後の大学生活とその先の人生をより充実したものにする第1歩になりますようにという願
いを込めて、STARTプログラムと名づけました。

留学応援奨学金制度

広島大学は、学生の
海外留学を積極的に応援します。

STARTプログラムは、
参加費用の一部を大学が補助
することで、学生の経済的負担を

減らし、より多くの学生が
留学に挑戦する可能性を

広げます。
9/5（日） 関空出発

9/6（月） 到着、市内見学

9/7（火） ＜ラ・トローブ大学＞

・キャンパス見学

・ワークショップ

・現地学生との交流

・アボリジニ文化体験 など

9/8（水）

9/9（木）

9/10（金）

9/11（土） グレート・オーシャン・ロード観光

9/12（日）
メルボルン市内グループ研修、
フィリップ島ペンギンパレード見学

9/13（月） 帰国

9/14（火） 関空到着

＊体験をより効果的にするため、事前学習とフォローアップを行います。

詳細、応募方法は募集要項をご覧下さい。
（もみじ→学びのサポート→留学）

学生の皆さんが、海外の大学に赴き、
国際レベルの教育・研究に触れることで、
国際的な感覚を身につけて頂きたいと考え、
STARTプログラム（留学応援奨学金）を実
施することにしました。若い時に海外を知
ることは、今後の人生において何物にも代
えがたい経験となります。このプログラム
が、皆さんの今後の学生生活をより充実し
たものにしてくれることを願っています。

広島大学長 浅原 利正


	1_02.pdf
	1_02_1
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4


